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まちづくり組織が活躍しています
小美玉市補助金等検討委員会の最終答申
介護保険のしおり
進めよう！市民自治によるまちづくり
わだい
情報ガイド
けんこうビュー
四季の歌
小川文化センターの催し ほか
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負けないぞ!　　　　　　　
　小美玉市小学校陸上記録会
負けないぞ!　　　　　　　
　小美玉市小学校陸上記録会　小美玉市小学校陸上記録会

　天候にも恵まれた5月28日、石岡市の総合運動公園陸上競技場に
おいて、小美玉市内の全小学校6年生による陸上記録会が開催され
ました。子どもたちは自己ベストの更新をめざして、それぞれの種目に
おいて精一杯力を出し切りました。
　また、保護者も多数応援にかけつけ、大きな横断幕をかかげて、子
どもたちに熱い声援を送っていました。 （結果は７月号に掲載）



2

No. まちづくり組織 種　類 対象事業 補助交付額
1 羽鳥十二所区会 委員会 十二所区の納涼まつり 90,000 円

2 高場区 委員会 高場区誕生 30 年記念ふれあい交流の
第 24 回センターまつり 100,000 円

3 与沢地区 委員会 与沢さわやかパトロール隊 100,000 円

4 納場地区コミュニティ 学　区 フラワーロード花づくり、
納場ふれあいまつり、広報発行 500,000 円

5 竹原地区コミュニティ 学　区 フラワー感謝祭、花づくり、
ちびっこ相撲大会 500,000 円

6 こころふれあう羽鳥の会 学　区 ふれあい広場、広報誌発行 500,000 円

7 住みよい堅倉地区をつくる会 学　区 みんなでやっぺ祭、広報誌発行、
石船古墳公園管理・造成事業 500,000 円

8 さわやかな野田をつくる会 学　区 青少年を守る「野田っ子まもローズ」の運営、
三世代地域めぐり、親子球技大会 500,000 円

9 小美玉生物の会 テーマ 小美玉市の生物調査と報告 62,000 円
10 玉里の史跡と自然を護る会 テーマ 玉里の史跡六井の整備と維持活動 77,000 円
11 田木谷地区まちづくり同好会 テーマ 花壇と道路の整備 100,000 円
12 NPO法人 玉里しみじみの村 テーマ まちづくり交流イベント「うさぎまつり」 100,000 円
計 交付先 12 団体 21 事業 3,129,000 円

　近年、少子高齢化や核家族化、都市化などに伴い、地域の連帯意識が薄れつつある中、環境や福祉面など地域的問題
がつぎつぎと浮き彫りになり、改めて地域の自治力（地域コミュニティの活性化）への期待が高まっています。こうした
中、小美玉市では平成18年度から自治力の向上を目的として、地域住民の自主的・主体的な取り組みを応援する「まち
づくり組織支援事業」を開始しました。
　平成19年度は、まちづくり組織（※①）として認定された 12団体が補助金の交付を受けて各種事業を展開しました。
この事業では新規の取り組みをはじめ、従来のものを拡充・強化させた取り組みに補助金を交付しますが、どの活動も
企画や方法面でさまざまな創意工夫が施されています。これらの活動は、今後、新たに活動に取り組もうとする方がた
や、これまでの活動を更に広げようとする方がたへのきっかけづくりになるものと思われます。
　去る5月15日に開催されたまちづくり審査会（高野恒雄会長）では、平成20年
度支援事業前期申請分の審査（※②）が行われ、新たに７団体がまちづくり組織
として認定され、16団体28事業に補助金交付を決定しました。市では、本年度
も更なる住民の自治力向上を目指して、「自分たちの住む地域は、自分たちで良
くしていこうという取り組み」を応援していきます。

平成19年度　活動状況

【平成19年度補助金交付実績】

※① まちづくり組織とは、地域に根ざす市民活動団体でまちづくり審査会に認定された組織。まちづく
り組織条例上、次のように分類します。

　委員会→まちづくり委員会：行政区域を活動単位とする市民活動団体
　学　区→学区まちづくり組織：小学校区域を活動単位とする市民活動団体
　テーマ→テーマ型まちづくり組織：上記に含まれない特定目的市民活動団体
※② まちづくり組織の認定及び補助金交付の公募は、年間、４月と９月の２回実施し、翌月に審査会を開催しています。

審査会で発表する申請者

平成 20年 6月 12日　広報おみたま
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【問い合わせ】   市民生活部　地域振興課　地域振興係　☎４８－１１１１　内線 1134

No. 組織名 代表者 活動目的 会員数 種　類

1 希望ヶ丘区 近藤  中
（中台）

地域的な共同活動を行うことにより、地域社
会の発展と福祉の向上に寄与する。 全世帯 委員会

2 二本松町内会 片田 友宏
（中延）

地区内に居住する会員の親睦を図り、素鵞神
社、鹿島神社、赤身地蔵尊の例祭、会員の家
庭で行う葬儀、その他会員単独で行うのは困
難な行事に関し、会員より申し出があった場
合に協力し円滑な運営を図る。

全世帯 委員会

3 羽鳥旭区 石岡 和夫
（羽鳥）

地域的な共同活動を行うことにより、良好な
地域社会の維持・形成および発展に資する。 全世帯 委員会

6 竹原区 川島 忠利
（竹原）

竹原行政区の発展に寄与する自主権を確立
し、各町内間の連絡を密にして明るい豊かな
区の推進に努めるとともに、区民相互の親睦
と融和を図るものとする。

全世帯 委員会

4 小美玉市傾聴ボランティア
ほほえみの会

鶴田 周治
（納場）

傾聴ボランティア活動を通じ、話し手の方と
の良好な人間関係を築くこと、会員相互の友
好関係を図る。

9名 テーマ

5 話し方教室 中根 良子
（上合）

目の不自由な方達のための音訳テープの制作
とあわせて、地域の子どもや老人等へのよみ
きかせや施設慰問等を行い、明るい地域社会
実現のための活動を行う。

15 名 テーマ

7 湖北理科を語る会 宮内 主斗
（山野）

地域の子どもたちへ科学体験イベントの開催
をする。 4名 テーマ

【今回新たに認定されたまちづくり組織】

No. まちづくり組織 種類 対象事業 交付決定額
1 希望ヶ丘区 委員会 希望ヶ丘区防犯パトロール隊 100,000 円
2 江戸住宅町内会 委員会 江戸住宅町内会夏祭り盆踊り大会 100,000 円
3 二本松町内会 委員会 二本松ヘルプボート 100,000 円
4 羽鳥十二所区会 委員会 十二所区納涼祭り 90,000 円
5 羽鳥旭区 委員会 旭サロン 70,000 円
6 高場区 委員会 ふれあいと交流の高場区センターまつり 100,000 円
7 竹原区 委員会 羽黒古墳公園の保全と花づくり 100,000 円

8 竹原地区コミュニティ 学　区 フラワー感謝祭、ふるさとウォーキング
アンドウォッチング 500,000 円

9 住みよい堅倉地区をつくる会 学　区
堅倉地区三世代の集いみんなでやっぺ祭、
石船古墳公園管理・造成事業、
広報誌発行

500,000 円

10 さわやかな野田をつくる会 学　区

防犯ボランティア「野田っ子まもローズ」
の運営、三世代ウォークラリー、親子ス
ポーツ・レクリエーション大会、健康増
進事業、広報事業、学区まちづくり組織
の充実強化事業

700,000 円

11 こころふれあう羽鳥の会 学　区 ふれあい広場（地域フェスティバル）、
広報誌発行、はとりっ子ふれあい交流会 500,000 円

12 納場地区コミュニティ 学　区 ふれあい祭り、フラワーロード花造り、
広報誌発行 500,000 円

13 玉里の史跡と自然を護る会 テーマ 玉里の史跡六井の整備と維持活動 90,000 円
14 小美玉生物の会 テーマ 小美玉市の生物調査と報告 89,000 円
15 田木谷地区まちづくり同好会 テーマ 花壇づくりと道路の清掃 100,000 円
16 NPO法人　玉里しみじみの村 テーマ まちづくり交流イベント「うさぎまつり」 100,000 円
計 交付先 16 団体 28 事業 3,739,000 円

【平成20年度補助金交付事業】

広報おみたま　平成 20年 6月 12日
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小
美
玉
市
補
助
金
等
検
討
委
員

会（
鶴
町
庄
二
委
員
長
）は
、
平
成

18
年
の
委
員
会
発
足
以
来
、
11
回
に

及
ぶ
会
議
の
中
で
、
補
助
金
の
適

正
化
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
・
検

証
を
行
い
、
平
成
19
年
２
月
に
は

「
小
美
玉
市
補
助
金
等
の
見
直
し
基

準
」を
監
修
し
、
市
独
自
の
単
独
補

助
事
業
に
対
し
て
は
終
期
設
定
を

行
う
こ
と
を
主
な
提
言
と
し
た
中

間
答
申
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
３
月
27
日
の

最
終
答
申
で
は
、
小
美
玉
市
自
治
基

本
条
例
の
基
本
原
則
で
あ
る「
市
民

と
の
協
働
」「
市
民
の
参
画
」「
情
報
の

共
有
」の
実
現
の
た
め
に
も
、
市
の

１
５
５
補
助
事
業
に
対
し
、
外
部
審

査
機
関
を
設
置
し
て
補
助
事
業
の
審

査
や
評
価
結
果
を
公
表
し
た
り
、
公

募
型
補
助
金
制
度
へ
の
移
行
を
目
標

と
す
べ
き
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

結
果
の
集
大
成
を
島
田
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
補
助
事
業
の
透
明

性
と
公
平
性
が
高
ま
り
、
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
行
政
の
実
現
に
向
け
て
、

説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
な
補
助

事
業
の
評
価
制
度
の
確
立
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

※
公
募
型
補
助
金
制
度
と
は
、

　

活
動
意
欲
の
あ
る
組
織
・
団
体
を

広
く
募
集
し
て
、
提
出
さ
れ
た
申
請

書
等
に
よ
り
、
審
査
会
を
開
催
し
、

補
助
金
交
付
の
可
否
、
金
額
の
審
査

を
行
い
、
そ
の
事
業
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。
本
市
で
は
、

平
成
18
年
度
に「
小
美
玉
市
ま
ち
づ

く
り
組
織
支
援
事
業
」を
創
設
し
、

ま
ち
づ
く
り
組
織
が
自
主
的
に
取
り

組
む
事
業
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
と

と
も
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
発
掘
や

団
体
間
に
競
争
原
理
が
働
き
、
団
体

の
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
の
補
助
事
業
を
一
斉
点
検

　

外
部
審
査
機
関
の
設
置
等

　
　

小
美
玉
市
補
助
金
等
検
討
委
員
会
が
最
終
答
申

　

５
月
14
日
、
小
美
玉
市
と
石
岡
市

は
、
石
岡
警
察
署
と
の
間
で
、
暴
力

団
等
排
除
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
た
に
公
共

工
事
な
ど
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る

た
め
の
協
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
既

に
結
ば
れ
て
い
る
公
共
施
設
と
公
営

住
宅
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
協
定

を
含
め
、
３
つ
の
協
定
締
結
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
締
結
で
は
、
市
発
注
の
建

設
工
事
か
ら
暴
力
団
な
ど
の
不
適

格
業
者
を
排
除
し
、
資
金
源
を
封

じ
る
こ
と
が
目
的
で
、
石
岡
警
察

署
と
の
連
携
体
制
の
確
立
と
、
情

報
提
供
や
暴
力
行
為
の
未
然
防
止

な
ど
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

締
結
式
に
お
い
て
、
萩
谷
署
長
と

島
田
市
長
、
横
田
市
長
が
協
定
書
に

署
名
・
押
印
し
た
後
、
合
意
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。
萩
谷
署
長
は
、

「
互
い
の
意
志
疎
通
を
ス
ム
ー
ズ
に

し
て
暴
力
団
排
除
に
努
め
た
い
。
今

の
と
こ
ろ
こ
の
管
内
で
は
公
共
事
業

に
関
し
て
暴
力
団
介
入
事
例
は
な
い

が
、
協
定
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
対
応

で
き
る
」と
協
力
の
意
向
を
伝
え
ま

し
た
。 小

美
玉
市
、石
岡
市
が

　
　
　

石
岡
警
察
署
と

暴
力
団
排
除
で
協
定暴力団排除の協定を結び握手する

（写真左から）横田市長、萩谷署長、島田市長

　

5
月
14
日
、
市
役
所
に
お
い
て
、

市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
連
絡
会

で
あ
る「
小
美
玉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

連
絡
会（
藤
枝 

義
博 

会
長
）」総
会

が
、
関
係
者
約
30
名
の
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、19
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
報
告
に
続
き
、
20
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
、
規
約
の
改
正
、
役
員

改
正
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
総
会
は
、
平
成
19
年
度

に
設
立
さ
れ
た
野
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
皆
さ
ん
が
新
た
に
加
わ
り
、

よ
り
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
は
地
域
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
市
民
自
ら
が
解

決
し
よ
う
と
、
小
学
校
区
を
単
位
と

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
5
つ
の

小
学
校
区
で
立
ち
上
が
り
、
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

小
美
玉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会

で
は
、
市
内
全
域
へ
の
学
区
単
位
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
普
及
に
向
け
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
本
年
度

の
取
組
み
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
!

小
美
玉
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

連
絡
会
総
会
を

開
催

（写真左から）村尾委員、石﨑委員、伊藤委員、鶴町委員長

○ 「
最
終
答
申
」や「
補
助
金
等
の
見
直
し
基
準
」及
び
補
助
金
等
の
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

平成 20年 6月 12日　広報おみたま
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■
春
の
叙
勲

【
旭
日
中
綬
章
】
中
小
企
業
振
興
功
労

　

茨
城
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長

　
　

幡
谷　

祐
一
さ
ん

（
小
美
玉
市
出
身
、
水
戸
市
在
住
）

　

平
成
９
年
か
ら
県
中
小
企
業
団
中

央
会
長
の
要
職
に
つ
き
、
長
き
に
わ

た
り
中
小
企
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
る

一
方
、
昭
和
59
年
、
幡
谷
教
育
振
興

財
団
を
設
立
し
、
子
ど
も
の
科
学
へ

の
関
心
を
高
め
よ
う
と
、
県
内
の
小

中
学
校
の
理
科
教
育
に
助
成
金
を
贈

り
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
双
光
章
】
更
生
保
護
功
労

　

保
護
司

　
　

君
山　

敏
雄
さ
ん（
西
郷
地
）

　

昭
和
56
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
27
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
保
護
司

と
し
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が

地
域
の
中
で
早
期
に
更
生
で
き
る

よ
う
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予

防
の
た
め
世
論
の
啓
発
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

【
紅
綬
褒
章
】
人
命
救
助 

　

人
命
救
助
者

　
　

小
野
木
康
浩
さ
ん（
与
沢
百
里
）

　

平
成
19
年
5
月
5
日
、
鉾
田
市
の

滝
浜
海
岸
で
流
さ
れ
た
親
子
を
救
助

し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
直
後
、
男
児

が
流
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
泳
い
で
救
助

し
、
3
名
の
命
を
救
っ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

【
藍
綬
褒
章
】
消
防
功
績

　

小
美
玉
市
小
川
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
会
長

　
　

久
保
田
テ
ル
さ
ん（
下
田
一
）

　

昭
和
58
年
の
発
足
以
来
、
小
美
玉

市（
旧
小
川
町
）の
小
川
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
会
長
を
務
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、

平
成
15
年
か
ら
2
期
4
年
に
わ
た

り
、
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
長
の
要
職
に
つ
き
、
県
民
の
防
火

意
識
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
齢
者
叙
勲

 【
旭
日
単
光
章
】
地
方
自
治
功
労

　

元
美
野
里
町
議
会
議
員

　
　

岡
﨑　
　

馨
さ
ん（
羽
鳥
駅
前
）

　

昭
和
44
年
か
ら
昭
和
56
年
ま
で
の

3
期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
美
野
里

町
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
町
政
の
重
要
案
件

を
は
じ
め
、
農
業
と
工
業
の
調
和
の

と
れ
た
田
園
都
市
の
建
設
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】
警
察
功
労  

　

前
田　

一
雄
さ
ん（
羽
鳥
脇
山
）

【
瑞
宝
双
光
章
】
海
上
保
安
功
労   

　

岡
村　

幸
三
さ
ん（
玉
里
団
地
）

【
瑞
宝
単
光
章
】
消
防
功
労

　

真
家　
　

久
さ
ん（
飯
前
）

●
堅
倉
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

去
る
3
月
28
日
、
総
務
省
消
防
庁

に
お
い
て
、
堅
倉
小
学
校
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
消
防
庁
長
官
か
ら
表

彰（
シ
ル
バ
ー
消
太
賞
）を
受
け
ま
し

た
。

　

シ
ル
バ
ー
消
太
賞
は
、
全
国
の
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
中
で
優
良
な
ク

ラ
ブ
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
、
平
成
19

年
度
は
、
全
国
で
23
団
体
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
受
賞
は
、
発
足
当
時

か
ら
消
防
学
校
一
日
体
験
入
校
や

火
災
予
防
運
動
等
の
行
事
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
同
ク
ラ
ブ
を
代
表
し

て
、
小
林
桃
花
さ
ん
と
井
坂
千
夏
さ

ん（
現
中
学
一
年
生
）が
表
彰
式
に
出

席
し
、
消
防
庁
長
官
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
19
日
、
同
ク
ラ
ブ

員
が
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
、
島

田
市
長
か
ら「
お
め
で
と
う
。
皆
さ

ん
の
体
験
や
活
動
を
、
ぜ
ひ
家
庭

や
地
域
で
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
祝
福
と
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
受

け
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
功
労
・
ご
功
績
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
晴
れ
の
受
章
を
お
喜
び
い
た
し
ま
す
。

消
防
庁
長
官

表
彰
を
受
賞

小野木さん（右）

広報おみたま　平成 20年 6月 12日
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市
で
は
、「
情
報
公
開
条
例
」と「
個
人
情
報
保
護
条
例
」を
制
定
し
、

市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
目
的
に
、
情
報
公

開
及
び
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
両
制
度
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
条
例
に
基
づ
き

毎
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
を

次
の
と
お
り 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⒈
情
報
公
開
請
求
と
決
定
状
況

◆
不
服
申
立
の
件
数
と
決
定
状
況

　

平
成
19
年
度
は
、
情
報
公
開
の
請
求
に
か
か
る
不
服
申
し
立
て
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
体
外
式
衝
撃
波
結
石
破
砕
装
置

　

 　

身
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
腎

臓
や
尿
管
の
結
石
を
破
壊
除
去
す

る
装
置
で
す
。
音
波
の
一
種
で
あ

る
衝
撃
波
を
身
体
の
外
か
ら
結
石

に
向
け
て
照
射
し
ま
す
。
外
来
で

行
う
場
合
は
、
痛
み
止
め
の
座
薬

の
み
で
治
療
し
、
麻
酔
な
し
で
行

う
の
が
一
般
的
で
す
。

■
16
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
C
T
装
置

　

 　

高
精
細
な
画
像
撮
影
を
短
時
間

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

被
ば
く
低
減
技
術
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
精
細
画
像
の
提
供

と
患
者
の
負
担
軽
減
を
両
立
さ
せ

ま
す
。

■
胸
部
C
R

　
　
　

オ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
装
置

　

 　

胸
部
X
線
撮
影
を
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
と
同
じ
よ
う
に
撮
影
で
き
ま

す
。
撮
影
後
、
画
像
処
理
が
で
き

ま
す
の
で
、
二
度
の
撮
影
が
必
要

だ
っ
た
場
合
で
も
一
度
で
済
む
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
無
影
灯

　

 　

手
術
室
や
救
急
診
療
室
に
設
置

す
る
特
殊
な
照
明
で
す
。
灯
体
に

は
、
小
型
カ
メ
ラ
を
備
え
て
い
ま

す
。

　

よ
り
質
の
高
い
医
療
と
す
る
た
め
に

　
　

防
衛
省「
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
」で

　
　
　

小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
に
最
新
の
医
療
機
器
を
導
入
!

請
求
の
件
数

処理区分 却

下

等

取

下

げ

不
服
申
し
立
て

公　
　

開

部
分
公
開

非
公
開

市　　　長 8 3 4 0 0 1 0

教育委員会 0 0 0 0 0 0 0

その他の
行政委員会 0 0 0 0 0 0 0

公営企業管理者
及び消防庁 0 0 0 0 0 0 0

議　　　会 0 0 0 0 0 0 0

（合計） 8 3 4 0 0 1 0

◆情報公開の請求状況及び処理の状況　　　　　　　  （単位  件）

区　分

実施機関

注1） その他の行政委員会は、選挙管理委員会・監査委員・公平委員会・農
業委員会・固定資産評価審査委員会を表します。

注2） 上記の数字には、条例によらない情報提供は含まれていません。

　

情
報
公
開
及
び

　
　

  

個
人
情
報
保
護
制
度
の

　
　
　
　
　

実
施
状
況
に
つ
い
て

（読取装置）（撮影装置）

（第一手術室）（第二手術室）（救急診療室）

平成 20年 6月 12日　広報おみたま
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◆
情
報
公
開
の
請
求
が
で
き
る
方

 　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
、
市
内
に
事
業
所
等
を
持
っ
て
い
る
方
、
市

内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
方
、
市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
方
、
市
が

行
う
事
業
に
具
体
的
な
利
害
関
係
を
持
っ
て
い
る
方
が
請
求
で
き
ま
す
。

⒉ 

個
人
情
報
取
扱
事
務
等
の
届
出
状
況
及
び 

個
人
情
報
保
護
開
示
等

の
請
求
と
決
定
状
況

◆
個
人
情
報
開
示
等
の
請
求
と
決
定
状
況 

 

　

平
成
19
年
度
は
、
個
人
情
報
に
か
か
る
開
示
等
の
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

◆
個
人
情
報
の
開
示
請
求
な
ど
が
で
き
る
方

　

本
人
で
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
個
人
情
報
の
閲
覧
ま
た
は
そ
の
写
し

の
交
付
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

⒊
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
開
催
状
況

　

平
成
19
年
度
は
、
１
回
開
催
し
ま
し
た
。

⒋
情
報
公
開
と
個
人
情
報
開
示
の
経
費

 　
「
閲
覧
」 

は
無 

料
、 「
写
し
の
交
付
」 

は
有
料
と
な
り
ま
す
。

　
（ 

A
3
、
A
4
、
B
4
、
B
5
版
は
１
枚
に
つ
き
10
円
、
図
面
等
の

場
合
は
実
費
相
当
額
を
い
た
だ
き
ま
す
。）

問
市
役
所　

総
務
課　

☎
４
８-

1
1
1
1　

内
線
１
２
８
２

受
験
資
格

　

昭
和
57
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま

れ
た
人
で
、
高
校
以
上
を
卒
業
し
た

者
及
び
卒
業
見
込
み
の
者
で
、
次
の

欠
格
事
項
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
人
。（
消
防
職
は
、
視
力
が
両
眼

と
も
矯
正
視
力
を
含
み
、
0
·
７
以

上
か
つ
赤
色
、
青
色
、
黄
色
の
色
彩

が
識
別
で
き
る
者
）

ア
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

イ 

成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

ウ 

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

エ 

本
市
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

2
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

オ 

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
ま
た
は
こ
れ
に
加

入
し
た
者

試
験
の
方
法  

　

第
1
次
試
験

　
　

教
養
試
験（
作
文
含
む
）

　
　

日　

時　

9
月
21
日（
日
）

　
　

会　

場　

茨
城
大
学

　
　
　
　
　
　
（ 

水
戸
市
文
京
2
丁

目
1
番
1
号
） 

　

第
2
次
試
験 

　
　
（
第
1
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　
　

口
述
試
験
、
身
体
検
査
、

　
　

体
力
測
定（
消
防
職
の
み
）

受
験
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
は
市
役
所 

総
務
部 

総

務
課 

職
員
係
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に「
職
員
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
」と
朱
書
し
、
次
の
も
の
を

必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

試
験
区
分
（
A
大
学
卒
、
B
短
大

卒
・
高
校
卒
等
）
及
び
、
連
絡
先

（
電
話
番
号
）を
明
記
し
た
様
式
任

意
の
書
類
と
１
２
０
円
分
の
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
A
4
版
、

あ
て
先
を
明
記
）を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

受
験
受
付
期
間

　

7
月
1
日（
火
）〜
31
日（
木
）

※ 

持
参
の
場
合
は
、
月
〜
金
曜
日
の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
受
付
。

郵
便
の
場
合
は
、7
月
31
日
必
着
。

　

問
小
美
玉
市
役
所 

総
務
部

総
務
課 

職
員
係

　
　

〒
２
１
９-

０
１
９
２

　
　
　

茨
城
県
小
美
玉
市
堅
倉

８
２
５
番
地

　
　

☎
０
２
９
９-

４
８-

１
１
１
１ 

　
　

内
線
１
２
７
２

　
　

   

平
成
20
年
度

　
　
　

小
美
玉
市
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

消
防
職

一
般
事
務

職　

種

若
干
名

若
干
名

採
用
予
定
人
員

消
防
本
部
ま
た
は
消
防
署
に
お
い
て

消
防
業
務
に
従
事

本
庁
ま
た
は
出
先
機
関
で

一
般
事
務
に
従
事

職
務
内
容

職
種
、
採
用
予
定
人
員
及
び
職
務
内
容

申

実 施 機 関 名
個人情報
取扱事務の
届出①

目的外利用
及び外部

提供の届出②

市　　　長 132 40

教育委員会 63 10

その他の
行政委員会 10 6

公営企業管理者及び
消防長 2 1

議　　　会 2 0

（合計） 209 57

◆実施機関別の取扱事務等の届出状況　  （単位:件）

注）  ②は①のうち、例外として「目的外利用及び外部提供」を
認めている件数です。

広報おみたま　平成 20年 6月 12日
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■入居申込書の配布及び申込期間  
　６月16日（月）～７月18日（金）（ただし、土・日曜日、祝日を除きます。）
■入居申込書の配布及び申込場所（入居申込書及び関係書類の提出先）
　小美玉市役所本庁の分庁舎内　都市整備課
　小美玉市小川総合支所　総合窓口課
　小美玉市玉里総合支所　総合窓口課

　入居申込みは 1世帯 1回限りです。両方の市営住宅への入居申込みはできません。どちらか一方の市営住宅
の入居申込みになります。入居予定者は、市営住宅入居者選考委員会の意見を聴いて選考または抽選により決定
されます。

市営住宅名
募集戸数
・

間取り
所 在 地

家賃（円 /月）

収入月額
0円～

123,000 円

収入月額
123,001 円
～ 153,000 円

収入月額
153,001 円
～ 178,000 円

収入月額
178,001 円
～ 200,000 円

大塚団地 1戸
3DK 小川 19 16,200 円 19,700 円 23,200 円 26,800 円

ハトリ第２団地 1戸
3DK 羽鳥 2909-5 16,600 円 20,100 円 23,800 円 27,500 円

入居者を募集する市営住宅

【問い合わせ】   都市整備課　建築指導係　☎４８－１１１１　内線 1413

■入居申込みの資格
　①市内に住所または勤務場所を有する者であること。
　②現に同居し、または同居しようとする親族があること。
　③現に住宅に困窮していることが明らかなものであること。
　④収入基準にあてはまること。
　　（収入基準となる収入月額は20万円以下です。）
　⑤ 裁量階層（60歳以上または 60歳以上と 18歳未満のみの世帯、心身に障害のある方がいる世帯、小学校就学

前の子供がある場合など）の収入基準となる収入月額は 26万８千円以下です。
　⑥収入月額は、次の計算で求めることができます。
　　（世帯全員の年間所得金額－控除額）÷12か月
　⑦県税及び市町村税を滞納してないこと。
　⑧入居申込者または現に同居し、若しくは同居しようとする親族が暴力団員でないこと。

平成 20年 6月 12日　広報おみたま
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福祉用具貸与

【問い合わせ】   介護福祉課　介護保険係（玉里総合支所内）　☎４８－１１１１　内線 3115 ～ 3117

　介護が必要な状態になっても福祉用具を上手に活用することにより、住み慣れた自宅において可能な限り自立した生
活が送れるよう支援するサービスがあります。要介護・要支援認定を受けた方への福祉用具に関する介護保険の給付に
は、貸与（レンタル）と購入費の支給の 2種類があります。

【特定福祉用具購入費 支給の手続きについて】
　①相談・購入……ケアマネジャーや市介護福祉課へ特定福祉用具販売事業所を確認した後、購入します。
　②申請……………所定の申請書を領収書、カタログの写しとともに、市介護福祉課へ提出します。
　③審査・支払……給付対象となるか審査のうえ、支給決定されると申請時に指定した口座へ振込みされます。

☆注意☆  便利な福祉用具も使い方を誤ると、重大な事故につながる恐れがあります。また、からだの状態にあわない
用具の利用は、かえって介護状態の悪化を招きかねません。使用方法や使用する目的を十分確認してから利
用するようにしましょう。

次の12品目がレンタルの対象です。

①車いす
②車いす付属品（クッション・電動補助装置）
③特殊寝台（電動ベッド）
④特殊寝台付属品
　（サイドレール・マットレスなど） 
⑤床ずれ防止用具
⑥体位変換器
⑦認知症老人徘徊感知機器
⑧移動用リフト（つり具部分を除く）

⑨手すり
⑩スロープ（⑨・⑩は取付工事の不要なもの）
⑪歩行器
⑫歩行補助つえ

※実際にかかった費用の１割を自己負担します。用具の種類や事業者によりレンタル料は異なります。
※ ①から⑧までの用具については介護状態の重度化を予防する観点から、原則として要支援１・要支援２、要介護１の方は給付
が認められていません。

特定福祉用具購入 次の５品目が購入の対象です。

①腰掛便座（ポータブルトイレ）
②入浴補助用具（ シャワーチェア・風呂用手すり・入浴台・浴槽内すのこ）
③特殊尿器
④簡易浴槽
⑤移動用リフトのつり具部分

※ 在宅で利用する福祉用具を、県が指定した特定福祉用具販売事務所にて購入した際、購入費の９割が償還払い方式（一旦全額
支払い後、給付があとで払い戻されること）により支給されます。

※購入の利用限度額は年間 10万円までで、同じ用具の購入は原則１回です。

広報おみたま　平成 20年 6月 12日



10

期　日 会　場 対象行政区（午前の部） 対象行政区（午後の部）

7/ 6 日
小川保健相談センター

山川、清水頭、上合 百里自営、百里開拓、各官舎及び
各団地・住宅、未受診者

7/ 7 月 宿、前野、飯前 貝谷、前原、荒地、南原
下吉影本田、下吉影古新田

7/22 火

美野里四季健康館

先後、寺崎 上鶴田、下鶴田、三箇、長砂
7/23 水 張星、部室 江戸
7/24 木 江戸住宅 納場
7/25 金 北浦 羽刈
7/26 土 高田、手堤、大笹 五万堀
8/25 月 竹原 竹原下郷
8/26 火 中野谷 竹原中郷、上馬場、小曽納
8/27 水 花野井、中峰 中台、希望ケ丘
9/ 4 木 大谷、十二所 高場、羽鳥、金谷久保
9/ 5 金 旭、脇山 駅前、羽鳥市営住宅
9/ 6 土 東平、羽刈前 花館

■日時・実施会場・対象地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付時間（午前の部）９時30分～ 11時30分 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （午後の部）１時～ ２時30分

【問い合わせ】   医療保険課　☎４８－１１１１　内線 1101

7・8月実施の
特定健康診査（集団健診）のお知らせ

※受診券は、健診日約 1か月前に郵送いたします。
※対象地区以外の方も受診できますので、直接健診会場へお越しください。

国民健康保険加入の方

40歳～ 74歳の方
　受診券・被保険者証・個人負担金をお持ちになり会場へお越しください。
満65歳～74歳の方
　生活機能評価問診票・受診券・被保険者証・個人負担金をお持ちになり会場へお
　越しください。

国民健康保険以外の方 医療保険者から届いた受診券・被保険者証・保険者が定めた個人負担金をお持ちに
なり会場へお越しください。

長寿医療制度の方
（後期高齢者医療制度） 生活機能評価問診票・被保険者証をお持ちになり会場へお越しください。

18 歳～39歳の方 被保険者証・個人負担金をお持ちになり、会場へお越しください。

■受け方

特定健康診査 40 歳～74歳 尿検査・身体測定・血圧・眼底・心電図・採血 1,000 円
健康診査 満75歳～ 尿検査・身体測定・血圧・採血 無 料
生活機能評価 満65歳～ 身体測定・問診・血圧 無 料
健康づくり健診 18歳～39歳 * 特定健康診査と同様の内容 1,000 円
結核・肺がん検診 40歳以上 胸部レントゲン検査

喀痰検査
無 料
500 円

前立腺がん検診 50歳以上の男性 採血検査 500 円
肝炎ウィルス検診 40歳以上の未受診者 採血検査（B型・C型肝炎ウイルスセット検査） 500 円

■内容及び対象・料金

■その他
○長寿医療制度加入の方の受診券は郵送しません。健診当日、会場にて発行します。
○ 長寿医療制度加入の方で、生活習慣病（糖尿病、高血圧性疾患、虚血性疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、
脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化）で既に医療機関を受診している方は受診できません。

○健康手帳をお持ちの方はご持参ください。（40歳以上の方でお持ちでない方は、当日発行します）
○身体障害者手帳（1・2級）療育手帳（Aのつく方）をお持ちの方はご持参ください。
○個人負担金は、つり銭のないようご用意ください。

※保険の種別にかかわらず受けられます。

平成 20年 6月 12日　広報おみたま
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（平成20年6月1日施行）
⒈普通自転車の歩道通行のルールが変更 !
　●普通自転車が歩道を通行できる場合
　　改正前　普通自転車の「歩道通行可」の標識等があるとき
　　改正後　①普通自転車の「歩道通行可」の標識等があるとき
　　　　　　②年齢13歳未満の児童及び幼児、70歳以上の者など政令で定める者が
　　　　　　　運転するとき
　　　　　　③車道または交通の状況からみて、やむを得ない場合
　●普通自転車の歩道通行方法が改正 !
　　改正前　①車道寄りの部分を徐行
　　　　　　　※歩道に標識等により指定されている通行部分があるときはそこを徐行
　　　　　　②歩行者の通行を妨げるときは一時停止
　　改正後　①の※が改正「普通自転車通行指定部分」があるときは、その部分を徐行
　　　　　　　ただし、その部分を通行している歩行者や通行しようとしている歩行者がいない場合は、歩道の
　　　　　　　状況に応じた安全な速度と方法で通行することができます。
　　　　　　　また、歩行者にも通行回避の努力義務が追加され、歩道に「普通自転車通行指定部分」があるとき
　　　　　　　は、歩行者はその部分をできるだけ避けて通行するように努めなければなりません。

⒉自転車乗車時に児童・幼児のヘルメット着用 !
　　児童・幼児（13歳未満の者）を保護する責任のある者は、児童・幼児を自転車に乗車させるときは、乗車用
　ヘルメットをかぶらせるよう努めなければなりません。
　「乗車させるとき」とは　①補助いす等で、乗車させるとき
　　　　　　　　　　　　②自転車を運転させるとき

⒊後部座席のシートベルト着用が義務化 !
　　改正前  後部座席などの同乗者（助手席以外の同乗者）は努力義務
　　改正後　 後部座席など運転席・助手席以外の席でも完全義務化となります。高

速道路において違反した場合は、運転者に行政処分の点数が付されま
す。

⒋「高齢運転者標識」の標示が義務化 !
　　改正前　普通自動車を運転する場合、70歳以上のドライバーの方は「高齢運転者
　　　　　　標識」の表示は努力義務でした。
　　改正後　75歳以上のドライバーに義務化され、70歳以上75歳未満のドライバー
　　　　　　の方については今までどおりの努力義務となります。

⒌聴覚障害者、普通免許の取得が可能に !
　　「聴覚障害者標識」の標示が義務化 !
　　改正前　 適性検査（聴力）の合格基準を満たさない聴覚障害者の方は、運転免許

を取得することができませんでした。
　　改正後　 適性検査の合格基準を満たさない方でも、車両にワイドミラーを装着

すること等を条件として、普通自動車免許を取得することが可能にな
ります。

　　　　　　 また、「聴覚障害者標識」の表示は義務となり、表示車両への幅寄せや
割り込みは禁 止となります。

広報おみたま　平成 20年 6月 12日
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　５月８日の見学会は、一般公募による17名の参加により茨
城空港の新滑走路と茨城県警ヘリ基地を見学しました。
　参加者は、国土交通省の現場詰所において茨城空港の建設
概要や新滑走路の舗装構成などの説明を受けた後、新滑走路
現場でメッセージストーンの投入を行いました。 
　メッセージストーンは、手のひらサイズの石に茨城空港の
夢や期待を記入したもので、整備中の新滑走路の路盤材とし
て使用されます。

　5月12日、県立東町運動公園スポーツセンター体育
館（水戸市）で、ボクシングの関東大会茨城県予選会が
行われ、バンタム級でみごと部室の保田克也さん（水
戸短大附属高１年）が
優勝し、関東への切符
を手にしました。
　さらに、５月31日に
鴨川市文化体育館（千
葉県）で開催された関
東大会では、決勝戦で
惜しくも敗れ、準優勝
となりました。

　玉里地域の通信環境の向上実現を目指す市民有志の組織
「小美玉市ブロードバンドを推進する会（髙木孝志代表）」は、
去る５月13日、NTT 東日本（株）茨城支店（作山裕樹支店長）
に、玉里地域住民の熱意のこもった565件の仮申込書を提出
するとともに、同社の光ファイバー回線「Bフレッツ」サービ
スの早期開設を要望しました。
　これは、昨年８月に島田市長が市内全域のブロードバンド
化を関係事業者に要望したことを受けて、同支店から前向き
な提案をいただいたことから今回の提出に至ったものです。
　仮申込書と要望を受けた作山支店長は、「弊社のサービス
提供を希望される多くの皆様方のご要望に応えられるよう、
玉里地域へのBフレッツサービスの開設を検討してまいりま
す」と真摯に回答されました。
　また、同支店からは、Bフレッツの導入が進んでいない美
野里地域へのサービス提供に関しても、前向きなご提案をい
ただいています。

　また、県警ヘリ基地では、航空隊員の業務内容やヘ
リコプターの性能などの説明を受け、参加者は「新しい
滑走路や県警ヘリ基地など普段見られないところを見
学できてよかった」などの感想が寄せられました。

　新田木谷の板橋さん宅で、今年も山つつじが見事な花
を咲かせました。高さ４メートルの盆栽のように仕立てら
れた山つつじです。普通つつじというと丸い形の大きなも
のですが、板橋さんは、盆栽をイメージして散らし玉作り
のように丹念に育ててきたそうです。家の庭に植えてから、
20数年の間に花の色
は薄い朱色から徐々
に変化し、今の赤み
を帯びた朱色になっ
たそうです。
　つつじでこのような
形は珍しいと友人や
近所の方にも好評で、
美しい枝ぶりを楽しま
れているそうです。

盆栽のように仕立てた見事な山つつじ

保田さん（左）

作山裕樹支店長（右）に 565 件分の仮申込書を手渡す髙木孝志代表

平成 20年 6月 12日　広報おみたま
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　 5月28日、小川公民館で約120名の高齢者が出席し、
「平成20年度小美玉市高齢者大学」の開講式が行われ
ました。
　同高齢者大学は、年間を通じて講話会や館外に出て
の移動学習会などを行います。また、園芸、料理、洋裁、
書道、ニュースポーツ、合唱、体操などのクラブ活動
もあり、満60歳以上の市民の方で、学習の場となる
小川公民館とやすらぎの里小川に通える方ならどなた
でも学ぶことができます。
　開講式の後、茨城県後期高齢者医療広域連合事業課
認定班長の河合宏さんを講師にお迎えして、後期高齢
者医療制度についての講話会が行われました。この医
療制度について、受講生からは「申請をしなければ保
険料の負担額が軽減されないのではおかしいのではな
いか。申請しなくても減額は行われなければおかしい
のではないか」等の意見が出されていました。

　５月31日、下吉影小学校において第 36回小川地区交通少年団（久
保田英世団長）のリーダー任命式が行われ、各通学区のリーダーに団
長から任命書が手渡されました。
　この少年団は小川地区の５つの小学校児童で構成され、日常生活で
交通安全面でのリーダー役を担う高学年児童の自覚を促し、意識の啓
発を図るため組織されています。
　任命式では先輩団員３名（上吉影小学校 鬼沢衣美さん、下吉影小学
校 木野内 奏美さん、橘小学校 近藤貴裕さん）による体験発表と優良
通学区の表彰が行われました。
　また、各校代表団員５名（小川小学校 柳澤花恋さん、野田小学校 伊
藤彩陽さん、上吉影小学校 真家由佳さん、下吉影小学校 檜山美穂さ
ん、橘小学校 茂木広樹さん）が宣誓を行い「交通を中心とする活動を
自主的にすすめ、地域の明るいまちづく
りに協力すること」などを誓いました。
　任命式終了後、石岡警察署交通課署員
による交通安全実技指導が行われ、各
リーダーたちは熱心に指導を受けてい
ました。

『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！
　市では、平成21年度の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見学会の参加
者を募集します。参加ご希望の方は、以下の内容をご覧のうえご応募ください。なお、参加は無料です
が、先着順ですので、定員になり次第締め切らせていただきます。お早めのご応募をお待ちしています。

⒈開催日時等
　■開催日時　7月10日（木）午後から
　■集合場所　小美玉市役所及び小川総合支所
　■出発時間　午後1時（小川総合支所は、午後1時20分）
　■見学場所　国土交通省が整備する茨城空港
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
　　　　　　　
⒉募集対象及び定員
　■対　　象　市内在住の方に限ります。
　　　　　　　＊なお、小学生以下の方は、保護者の同伴が必要となります。
　■定　　員　30名程度
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■6月13日（金）から定員になり次第終了。
　　※募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入の
　うえ、なるべくファックスまたは電子メールでお申込みく
　ださい。申込みは先着順となりますので、お早めにお
　申込みください。
　　❶郵便番号、住所、電話番号　❷氏名、性別
　　❸生年月日、年齢　❹勤務先または学校名
　　❺希望集合場所　　 （役職名または学級名なども記入願います）
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内「茨城空港見学会」担当
　　　☎48－1111　内線1171
　　FAX48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

採用された名称は、 
　　　　「湖北の名水」　野村　修司 様（石岡市）
　佳作　「湖北の水」　　普入　幸恵 様（小美玉市）
　　　　「恋瀬の雫」　　後藤　晴美 様（石岡市）
　が、ペットボトル水名称選考委員会で選考されました。
　応募総数は89通でした。
　たくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。

広報おみたま　平成 20年 6月 12日
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月
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
々

年
）の
所
得
の
合
計
額
が
７
３
０
万

円
未
満
で
あ
る
こ
と

③ 

茨
城
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
お

い
て
実
施
し
た
治
療
で
あ
る
こ
と

県
内
の
指
定
医
療
機
関 

•
筑
波
学
園
病
院
産
婦
人
科（
つ
く
ば
市
）

　

☎
０
２
９-

８
３
６-

１
３
５
５

• 

医
療
法
人
修
英
会
遠
藤
産
婦
人

科
医
院（
筑
西
市
）

　

☎
０
２
９
６-

２
０-

１
０
０
０

•
根
本
産
婦
人
科
医
院（
笠
間
市
）

　

☎
０
２
９
６-

７
７-

０
４
３
１

•
石
渡
産
婦
人
科
病
院（
水
戸
市
）

　

☎
０
２
９-

２
２
１-

２
５
５
３

• 

医
療
法
人
社
団
植
野
産
婦
人
科

医
院（
水
戸
市
）

　

☎
０
２
９-

２
２
１-

２
５
１
３

•
医
療
法
人
小
塙
医
院（
小
美
玉
市
）

　

☎
０
２
９
９-

５
８-

３
１
８
５

•
福
地
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク（
日
立
市
） 

　

☎
０
２
９
４-

２
７-

７
５
２
１

申
請
に
必
要
な
書
類

　
（
①
、
②
の
用
紙
は
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。）

① 
茨
城
県
不
妊
治
療
費
補
助
金
交

付
申
請
書（
様
式
第
１
号
）

② 

茨
城
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書（
様
式
第
２
号
）

③ 

医
療
機
関
発
行
の
領
収
書 

※
原

本
提
出（
返
却
可
）

④
住
民
票（
概
ね
１
か
月
以
内
の
も
の
）

※ 

夫
婦
と
も
日
本
国
籍
で
世
帯
が
同

一
の
場
合
、
続
柄
で
夫
婦
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
も
の
を
１
通
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

⑤ 

夫
お
よ
び
妻
の
所
得
証
明
書（
控

除
の
記
載
の
あ
る
も
の
）各
１
通

申
請
手
続
き

　

石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

会
員
の
方
で
5
年
を
経
過
し
10
年
以

上
の
無
事
故
無
違
反
運
転
者
に
対
し

て
、
茨
城
県
警
察
本
部
長
と
茨
城
県

交
通
安
全
協
会
長
連
名
で
、
永
年
無

事
故
無
違
反
優
良
運
転
者
の
表
彰
を

行
い
ま
す
。

　

受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
表
彰

申
請
書
と
無
事
故
無
違
反
証
明
書

（
7
月
1
日
以
降
発
行
の
も
の
）を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
申

請
書
と
無
事
故
無
違
反
証
明
書
の
交

付
申
請
書
は
、
交
通
安
全
協
会
事
務

局
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
証
明

書
の
手
数
料
に
は
、
７
０
０
円
が
必

要
で
す
。）

申
請
期
限　

8
月
1
日（
金
）

　

問
石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

（
石
岡
警
察
署
内
）

　

☎
２
６-

２
２
９
３

　

育
児
や
介
護
を
理
由
と
し
て
退
職

し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方
に

• 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
個
別
面
談

•
職
場
体
験
講
習

•
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー 

• 

企
業
の
人
事
担
当
者
と
の
交
流 

等
の
支
援
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

問 （
財
）21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　

☎
０
２
９-

２
２
６-

２
４
１
３

　
http://w

w
w
.jiw

e.or.jp
　

不
妊
治
療
を
受
け
た
方
に
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
内
容  

１
回
の
治
療
に
つ
き
10
万

円
を
限
度
に
、
１
年
度
あ

た
り
２
回
ま
で
、
通
算
５

年
間
の
助
成
で
す
。

対
象
と
な
る
治
療　

 

体
外
受
精
、
顕

微
授
精

※ 

や
む
を
得
ず
治
療
を
中
断
し
た
場

合
お
よ
び
凍
結
融
解
胚
移
植
も
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

 

た
だ
し
、
採
卵
に
至
ら
な
い
場
合

は
、
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者　

 

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当

し
て
い
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

① 

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

で
、
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
の
一

方
が
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

② 

夫
お
よ
び
妻
の
前
年（
１
月
か
ら
５

• 

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
21
年
１

月
末
日
ま
で
の
間
に
治
療
が
終
了

し
た
場
合
は
、
21
年
３
月
末
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

• 

平
成
21
年
２
月
ま
た
は
３
月
に
治

療
が
終
了
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し

て
３
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
事

由
が
あ
る
場
合
は
、
４
月
以
降
で

あ
っ
て
も
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、

保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問 

水
戸
保
健
所

　
　

〒
３
１
０-

０
８
５
２

　
　
　

水
戸
市
笠
原
町
９
９
３-

２

　

☎
０
２
９-

２
４
４-

２
８
２
８

　

不
妊
治
療
専
門
の
産
婦
人
科
・
泌

尿
器
科
医
師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
助

産
師
が
、
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時　

間

　

●
県
央 （
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
１
階
・

水
戸
市
三
の
丸
１-

５-

３
８
）

　
　

第
１
・
４
日
曜
日（
午
後
２
時
〜
５
時
）

　
　

第
２
・
３
木
曜
日（
午
後
５
時
〜
８
時
）

　

■ 

こ
ん
な
お
悩
み
の
あ
る
方
は
当

セ
ン
タ
ー
へ

• 

不
妊
の
治
療
や
検
査
っ
て
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
の
か
し
ら
? 

• 

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
治
療
を
試
し

た
け
れ
ど
…

• 
病
院
で
は
ゆ
っ
く
り
相
談
に
の
っ

て
も
ら
え
な
い
。

• 

夫
や
周
り
と
の
関
係
で
悩
ん
で
い

平
成
20
年
度

茨
城
県
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
ご
案
内

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

の
ご
案
内

優
良
運
転
者
の

表
彰
を
行
い
ま
す 

申

申

笹 光 建 設株式会社

新築/増改築/小さなリフォームなど

〒311-3416　茨城県小美玉市与沢253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

www.sasamitu.co.jp/
検索ささみつ

も
う
一
度
働
き
た
い
!

あ
な
た
の
カ
ム
バ
ッ
ク
を
応
援

る
の
だ
け
れ
ど
…

• 

治
療
の
費
用
っ
て
ど
れ
ぐ
ら
い
か

か
る
の
か
し
ら
? 

• 

不
妊
治
療
費
の
助
成
制
度
っ
て
ど

ん
な
制
度
か
し
ら
?

申
込
方
法　

 

相
談
は
、
電
話
予
約
に

よ
る
完
全
個
別
面
接
方

式
で
す
。

受
付
先

　

茨
城
県
産
婦
人
科
医
会

　

☎
０
２
９-

２
４
１-

１
１
３
０

受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日
の

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

平成 20 年 6 月 12 日　広報おみたま
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文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

小美玉市江戸165-3　☎0299（48）2568

詳細はiタウンページ（インターネット）に掲載中

社交ダンス
教　室

半澤誠悦・松本悦子
JBDFプロダンスインストラクター （株）エイブルコーポレーション

TEL：0299-47-0882　URL：http://www.ablecorp.jp

連携店

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
乳
幼
児
、
児

童
生
徒
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、
教

員
、
並
び
に
中
途
視
覚
障
害
者
等
に

対
し
て
、
教
育
相
談
や
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※ 

相
談
を
希
望
す
る
と
き
は
、「
教

育
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
」と
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

問 

茨
城
県
立
盲
学
校 

学
習
支
援
・
相
談
部

　

☎
０
２
９-

２
２
１-

３
３
８
８

　

℻  
０
２
９-

２
２
５-

４
３
２
８

　

E
メ
ー
ル

　
　

shien@
ibaraki-sd.ed.jp

　

産
業
財
産
権
に
関
す
る
出
願
・
登

録
の
方
法
や
、特
許
権
等
に
係
る
法

律
問
題
に
至
る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な

質
問
に
専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
、要
予
約
で
す
。

と　

き　

 

６
月
25
日（
水
）、８
月
25
日

（
月
）、10
月
24
日（
金
）、12
月

24
日（
水
）、２
月
25
日（
水
）

と
こ
ろ

　
【
水
戸
会
場
】

　
　

茨
城
県
産
業
会
館
内

　
　
（
水
戸
市
桜
川
２-

２-

３
５
）

　
　

担
当　

中
川
弁
護
士

　

問 （
社
）発
明
協
会
茨
城
県
支
部

　
　

☎
０
２
９-

２
６
４-

２
０
７
６

　
　

℻  
０
２
９-

２
６
４-

２
２
１
３

受
付
期
間　

７
月
15
日
〜
23
日

受
験
資
格　

 

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

第
１
次
試
験

　

９
月
14
日（
日
）

　

 　

教
養
・
適
性
試
験（
択
一
式
）、

　

作
文
試
験

第
２
次
試
験

　

10
月
中
旬
か
ら
下
旬

　
　

口
述
試
験（
個
別
面
接
）

問 

水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
　
　
　
　
　

総
務
課
人
事
第
１
係

　

☎
０
２
９-

２
２
４-

８
４
２
１

　

http://w
w
w
.courts.go.jp/

　

施
設
警
備
な
ど
の
警
備
業
務
専
門

技
能
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
就
職
活

動
等
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
23
日（
水
）〜

　
　
　
　
　

８
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

 

土
・
日
・
月
曜
日
を
除
く

全
７
日
間

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡 

対
象
者　

 

お
お
む
ね
60
歳
前
半
層
の

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

現
在
、平
成
20
年
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。詳
し
い
資
料
を
無

料
で
送
付
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

　
【
教
養
学
部
】

　

•
全
科
履
修
生

　
　
　
（ 

４
年
以
上
在
学
し
、学
士
の

学
位
の
習
得
を
目
指
す
）

　

•
選
科
履
修
生

　
　
　
（ 

１
年
間
在
学
し
、希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

　

•
科
目
履
修
生

　
　
　
（ 

６
か
月
在
学
し
、希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

　
【
大
学
院
】

　

•
修
士
選
科
生

　
　
　
（ 

１
年
間
在
学
し
、希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

　

•
修
士
科
目
生

　
　
　
（ 

６
か
月
在
学
し
、希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

受
付
期
限　

８
月
31
日（
日
）

問 

放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
１
０-

０
０
５
６

　
　

水
戸
市
文
京
２-

１-

１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
城
大
学
内
）

　

☎
０
２
９-

２
２
８-

０
６
８
３

　

℻  
０
２
９-

２
２
８-

０
６
８
５

方（
58
歳
〜
67
歳
位
）

定　

員　

30
名

※ 

希
望
者
多
数
の
場
合
、書
類
選
考

と
な
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

 

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
10
日（
木
）

就
職
面
接
会　

８
月
８
日（
金
）

問 

石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３-

３
３
９
９

内　

容

•
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
（
テ
ー
マ
） 寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

　
　

〜
理
学
療
法（
士
）が
で
き
る
こ
と
〜

•
質
疑
応
答

と　

き　

７
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時
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　平成20年度も小美玉市教育委員会では下記の教室を実施します !
　みなさんもマリンスポーツを通じて、健康づくりに役立ててみませんか ?
教 室 名 実 施 日 時 間 帯 曜　　日 会　　場 対　　象 募集人員

児童水泳教室
（全 8回）

7/23・7/25
7/29・7/30
8/  1・8/  5
8  /6・8/  8

  9：30
〜

11：30
火・水・金 玉里B&G海洋センター

プール

小学 1年生
  〜

小学 6年生
100 人

ヨット・カヌー教室
（全 6回）

7/23・7/24
7/25・7/30
7/31・8/  1

13：30
〜

15：30
水・木・金 玉里B&G海洋センター

プール・艇庫

小学 4年生
  〜
一 般

12 人

※募集人員が半数に満たない場合には、実施しない場合があります。
※開講中、上記日程に変更が生じる場合あります。

主　　催　小美玉市教育委員会 ・ 小美玉市玉里 B&G 海洋センター
受講資格　小美玉市内に在住・在学の方、または勤務されている方
受 講 料　児童水泳教室…2,000 円　　ヨット・カヌー教室…無料
申込方法　事前に申込書にご記入のうえ、受講料を添えて直接玉里 B&G 海洋センターへお申込みください。
　　　　　※申込書は玉里 B&G 海洋センター・小川 B&G 海洋センター・希望ヶ丘公園にあります。
　　　　　　また、小美玉市ホームページよりダウンロードも可能です。
　　　　　※電話・ファックスによる受付は不可とさせていただきます。
　　　　　※お申込みはご家族分までとさせていただきます。
受付期間　７月５日（土）～ 13日（日）　午前８時30分～午後５時30分
　　　　　月曜・祝日は休館日のため、受付は行いません。※定員になり次第、締め切らせていただきます。

入 場 料　市内…こども   50円（中学生以下）
　　　　　　　　おとな 100円（高校生以上）
　　　　　市外…こども 100円（中学生以下）
　　　　　　　　おとな 200円（高校生以上）
入場できない方
　○目、耳、鼻、皮膚などの病気の方
　○心臓病、貧血症、てんかん等の方
　○酒気を帯びている方、体調のすぐれない方 
　○オムツ着用の方（遊泳用オムツも不可）
プール利用心得
　○ 水泳帽子を必ずかぶること。（水泳帽子がないと入場できません）
　○プール内での喫煙、飲食などは禁止です。
　○競技用ゴーグル以外の水中めがね遊具等の使用は禁止です。
　○監視員や係員の指示には必ず従ってください。
　○小学 3 年生以下は保護者同伴となります。
開設期間　６月28日（土）～８月31日（日）
　第１回 午前９時～11時30分
　第２回 午後１時～３時30分
　第３回 午後４時～６時30分
　※ 団体利用及び水泳教室等のため、ご利用できない

日時があります。
閉 館 日　毎週月曜日、祝祭日、お盆期間中（8/13・8/14・8/15）
　　　　　※ 天候などにより閉館する場合もあります

ので、玉里 B&G 海洋センターまでお問
い合わせください。

と　　き　７月６日（日）
と こ ろ　小川南中学校体育館・小川高校体育館
参加資格　小美玉市在住・在勤の方で構成した男女混成チーム
　　　　　または小美玉市バレーボール協会に登録のチーム
　　　　　※男子４人以下、女子５人以上とします。
　　　　　※女子 9 人でも可能です。
　　　　　※ 中学生以下の方は、保護者の同意が必要

です。
参 加 費　1,000 円（当日徴収）
ル ー ル　 ９人制ルールでネットの高さは 2m10cm、

ボールは４号球で行います。その他ローカ
ルルールを採用しますので、詳細は実施要
項をご覧ください。

参加申込み　 所定の参加申込用紙にご記入のうえ、６月
30日（月）までに小美玉市玉里 B&G 海洋セ
ンターへファックスまたは直接お申込みく
ださい。

そ の 他　 参加申込用紙・実施要項は玉里B&G海洋セ
ンター・希望ヶ丘公園・小川 B&G 海洋セ
ンターにあります。また、小美玉市ホーム
ページからダウンロードも可能です。

主　　催　小美玉市バレーボール協会

生涯学習インフォメーション

【申込み・問い合わせ】   玉里 B&G海洋センター（栗又四ケ2406-4）　☎２６－５７６１　FAX ２６－０４４１

平成 20 年 6 月 12 日　広報おみたま
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【介護予防に関する問い合わせ】
小美玉市地域包括支援センター（小美玉市役所玉里総合支所内）
　小美玉市上玉里1122番地　☎５８－１２８２（直通）　☎４８－１１１１（代）

けんこうビューけんこうビューけんこうビュー 知っていますか？“介護予防”
～「長寿」から「元気で長生き」へ～

　『介護予防』とは、
　　●介護を必要とする状態を未然に防ぐ
　　●いまは介護が必要でも、できるだけ体の機能を改善する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことをいいます。

　介護予防の目標は、体を動かすことに無理がなく、生活に必要なこ
とが自分で行え、社会活動に参加でき、自分らしく生きがいを持って
暮らせる生活をしていただくことです。

　65歳以上の方は、年1回、生活機能の低下をチェックするため、生活習慣病予
防のための健診に加え、『生活機能評価』を受け、生活機能の低下を早期に発見
し、自分に必要な介護予防メニューを考えてみましょう。

●生活機能評価を受けましょう

毎日の生活の中で介護予防を行いましょう！

　加齢に伴い少しずつ体に現れる変化つまり“老化”は、ある程度仕方がないことかもしれません。し
かし、そのまま放っておけば、体は弱るばかりで、生活をするうえで支障がでたり、趣味などで生活を
楽しむ意欲がなくなったりして、生活の質を低下させてしまいます。生活の質を保ち、改善させるた
めには、生活習慣病予防に加え、介護予防、つまり、閉じこもりや病気でしばらく寝込むことなどの不
活発な生活が原因で起きる全身の心身機能低下（廃用症候群）などの予防について、早めに対応して
いくことが大切です。

いつまでも自分らしさを保つためには…

　65歳以上の方がたを対象とした健康づくりや生きがいづくりのための教室、介護予防運動教室や脳の
健康教室など、小美玉市でもいろいろな介護予防事業を計画しています。自分にあったプログラムを見つ
け、参加してみましょう。より効果的な介護予防の方法が見つかると思います。

●さまざまな介護予防サービス・プログラムを利用しましょう

　足腰の筋力アップ体操や手工芸などの趣味活動、栄養バランスの良い食事
など、サービスやプログラムを利用する日だけがんばるのではなく、習った
ことやアドバイスを受けたことから自分にあった物を見つけ、毎日の生活の
中で活用してみましょう。介護予防は、自分が楽しく行えて長続きできるよ
うな取り組みが大切です。いつまでも健康で楽しく、生きがいをもって、自分
らしく生活するために…。

●運動や趣味活動など、毎日の生活に取り入れてみましょう

広報おみたま　平成 20年 6月 12日
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か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
裁
判
官
と
一
緒

に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、国
民
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
を
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
制
度
で
す
。

　

こ
の
Q
&
A
を
通
し
て
、
裁
判
員
制
度
に
理
解
を
深
め
、
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と

へ
の
負
担
感
や
不
安
感
を
少
し
で
軽
減
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
1　

ど
の
よ
う
な
人
が
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
の
で
す
か
?

A
1　

 

選
挙
権
が
あ
る
方（
有
権
者
）か
ら
裁
判
員
を
選
び
ま
す
。

　

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
が
あ
る
方
（
有
権
者
）
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
誰
で
も
裁
判

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
選
挙
権
の
あ
る
方
で
も
法
律
上
、
裁
判
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
も
い
ま
す
。

Q
2　

裁
判
員
に
な
れ
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
?

A
2　

 

次
の
よ
う
な
方
は
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
欠
格
事
由
の
あ
る
人（
一
般
的
に
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
）

　

•
国
家
公
務
員
法
38
条
の
規
定
に
該
当
す
る
人（
国
家
公
務
員
に
な
る
資
格
の
な
い
人
）

　

•
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
人（
義
務
教
育
を
修
了
し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
人
は
除
く
）

　

•
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人

　

• 

心
身
の
故
障
の
た
め
裁
判
員
の
職
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
の
あ
る
人

●
就
職
禁
止
事
由
の
あ
る
人（
裁
判
員
の
職
務
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
）

　

•
国
会
議
員
、
国
務
大
臣
、
国
の
行
政
機
関
の
幹
部
職
員

　

•
司
法
関
係
者（
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
な
ど
）

　

•
大
学
の
法
律
学
の
教
授
、
准
教
授

　

•
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長（
特
別
区
長
を
含
む
）

　

•
自
衛
官

　

•
禁
錮
以
上
の
刑
に
当
た
る
罪
に
つ
き
起
訴
さ
れ
、
そ
の
被
告
事
件
の
終
結
に
至
ら
な
い
人   

　

•
逮
捕
ま
た
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
人 

な
ど

●
事
件
に
関
連
す
る
不
適
格
事
由
の
あ
る
人（
そ
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
）

　

•
審
理
す
る
事
件
の
被
告
人
又
は
被
害
者
本
人
、
そ
の
親
族
、
同
居
人 

な
ど

　

• 

審
理
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
証
人
又
は
鑑
定
人
に
な
っ
た
人
、
被
告
人
の
代
理
人
、
弁

護
人
等
、
検
察
官
又
は
司
法
警
察
職
員
と
し
て
職
務
を
行
っ
た
人 

な
ど

●
そ
の
他
の
不
適
格
事
由
の
あ
る
人

　

そ
の
他
、
裁
判
所
が
不
公
平
な
裁
判
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
人

会場：小川文化センター

ファミリー向け演劇（劇団創造市場）
公演期日　６月28日（土）　午後５時開演
　　　　　６月29日（日）　午後１時30分開演
入場料金　無料
　　　　　入場整理券配布中！

■ピーターパン（2回公演）

公演期日　７月20日（日）午後２時30分開演
　　　　　第１部「栗コーダーカルテット」ライブステージ
　　　　　第 2部「笛の音楽隊」コンサート
入場料金　1,000 円（全席自由）
チケット好評発売中 !

■笛の音楽隊 2008with 栗コーダーカルテット

【問い合わせ】   小川文化センター　☎５８－０９２１

公演期日　７月13日（日）
　　　　　午後３時開演
入場料金　3,000 円（全席指定）
　　　　　チケット好評発売中 !

■桂三枝独演会

公演期日　９月14日（日）
　　　　　午後５時30分開演
入場料金　5,000 円（全席指定）
　　　　　チケット好評発売中 !

■鼓童 ONE EARTH TOUR 2008

会場：生涯学習センター（コスモス）

「歌さがしの旅 2008～2009」
公演期日　10月７日（火）
　　　　　午後７時開演
入場料金　5,000 円（全席指定）
チケット電話予約開始日
　7月5日（土）午前10時～

■夏川りみコンサート

[ 旧 : 玉里総合文化センター ]

小川文化センター自主文化事業のご案内
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次回広報おみたま7月号の発行日は7月10日（木）です。この広報紙は、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http：//www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html

〈編集・発行〉小美玉市役所秘書広聴課
　　　　　　　　    ☎ 0299－ 48－1111　内線1221

7月6日・13日・20日・21日・27日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
 外　　　科

7月5日・6日・12日・13日・19日・20日・21日・26日・27日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）7月7月7月 7月7月7月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

日
6
13
20
21
27

府中クリニック　　　（石岡市）　　 ☎(22)2146
滝田整形外科　　　　（石岡市）　　 ☎(23)2071
斉藤病院　　　　　　（石岡市）　　 ☎(26)2131
石岡循環器科脳神経外科病院　（小美玉市）　　 ☎(58)5211
渡辺クリニック　　　（石岡市）　　 ☎(26)7633

関
せき

　瑛
えれ ん

蓮ちゃん
（平成 18年 2月 14日生）
◆毎日たくさんの笑顔をありがとう。
　お手伝いが大　好きな瑛蓮ちゃん、
　素直で優しい子になってね。

　広報おみたまでは、有料広告掲載の募集をしています。広報紙は、区長
を通じて、市内にお住まいのほぼ全世帯に配布されています。市民の皆さ
んに、会社やお店をお知らせする良い機会ですので、奮ってご応募ください。
【発行日、部数】
　毎月15日発行、約17,000部
【掲載位置】
　広報おみたまの「情報ガイド」の最下段ほか市の指定する箇所
【規格・掲載料】 ※１号当たり
　市内に事務所又は事業所を有する法人等は
　半枠（縦45㎜×横85㎜）　10,000 円
　全枠（縦45㎜×横173㎜）20,000 円　※最長は、６号までです。
【広告の要件】
　 　政治活動、意見広告、求人広告などは掲載できません。詳しくは　
取扱要綱をご確認ください。

【申込方法】
　 　事前に小美玉市広報紙広告掲載申込書に必要事項を記入のうえ、　
添付書類を添えてお申込みください。
　※ 申込用紙は、市役所秘書広聴課に備えてあります。また、市のホー

ムページからもダウンロードできます。
【申込み・問い合わせ】
　秘書広聴課広報広聴係　☎４８-１１１１　内線 1221

医療センターの指定管理者では、眼科の診療を行う医師を新たに確保しました。
そこで、今まで月曜日と金曜日の午前中だけとなっていた、眼科の診療日を次のとおり拡大します。

まずは電話で確認を！
　診療時間外の夜間や日曜・祝日は１人の当直医師が対応しております。できる限り対応しておりますが、病状な
どによっては対応できない場合があります。まずは、事前に電話連絡をしてからご来院されるようお願いします。

【問い合わせ】　医療センター　☎５８－２７１１

― 6月から ― “眼科の医師を新たに確保”
～小美玉市医療センターからのお知らせ～

※白内障の手術にも対応します。※全体の診療体制は、4月17日発行の広報「おみたま」４月号のP24でご案内しています。

月
午前

杉山 浩司
栗原 勇大

杉山 浩司
栗原 勇大

［手術日］
杉山 浩司
栗原 勇大

井上 和徳 井上 和徳 井上 和徳 井上 和徳 井上 和徳 井上 和徳 井上 和徳

午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
火 水 木 金 土 日

「広報おみたま」に「広報おみたま」に
広告を掲載してみませんか!広告を掲載してみませんか!

平成 20年 6月 12日　広報おみたま


